
へ二ノ ン/ユー
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市民映画劇場9月例会

「ナミィと唄えば」

ひとたびナミイが唄い出せば、誰もがその世

界に引き込まれる。三線片手に唄って遊んで

人を喜ばせながら「ヒヤクハタチ」めざして生き

る、85歳の八重山おばあの歌と旅の物語。島唄、

童謡、軍歌、歌謡曲と歌づくしの構成で、映画

全体がナミイおばあのお座敷の世界に。

22日(土) 15時から本橋成一監督のトークシ

ョーを開催(入場料金のみで参加可) 。

9/21 (全) 11:○○/13:30/16:00/19:00

9/22 (土) 1 1 :00/13:30/16:30/18:30

一般前売1 ,300円

(当日一般1 ,500円/大学生以下・身障者・シニア1 ,1 00円)

会場 神戸市産業振興センター3Fハーバーホール

(JR 「神戸」 、地下鉄海岸線「ハーバーランド」下車徒歩約7分)

菓神戸映画サークル協議会
をは078-371 -8550

http://WWW.kobe-eisa・COml

神戸市立小磯記念美術館開館1 5周年記念特別展

「藤島武二と小磯良平展
一洋画アカデミズムを担った師弟-」

藤島武二は日本洋画界の黎明期に活躍した

画家で、東京美術学校(現東京襲術大学)で後

進たちの指導にも努め、次代を担う画家たちが彼

のもとから羽ばたいた。小磯良平もその一人で、

藤島とともに洋画アカデミズムの屋台骨を支えた。

師弟の経で結ばれた二人の巨匠が近代画壇

に残した大きな足跡を13点の絵画でたどる、開館

15周年記念にふさわしい展覧会。
藤島武ニ「官女と宝船」

1920年頃 油彩

9/15(土)へ11/18(日)

神戸市立小磯記念美術館(六甲ライナー「アイランド北口」下車すぐ)
10:00-17:00 月曜休館(祝日の場合翌日) ※金はへ18:00

※入館は閉館30分前まで

当日:-般800円 高大生600円 小中生40〇円

獲神戸市立小磯記念美術館
密078-857-5880

http://WWW.City.kobe.jp/Cityo冊Ce/57/koiso_muSeum/

2007朝日・相鉄文化セミナー

「神戸港を支えた人々」

第4回 勝海舟と坂本龍馬(歴史講座)

今年、神戸港が開港して140

年を迎えたのを記念し、神戸

港を支えた人物を語る文化セ

ミナー。第4回目は「勝海舟と

坂本龍馬」をテーマにした歴

史講座。江戸幕府の軍艦奉

行であった勝海舟は、海防の
坂本能馬 勝海舟

ための教育施設として「海軍

操練所」を、また、坂本龍馬は諸藩の志士のための「海軍塾」を、兵

庫津の束に開設した。講師は茨木一成先生。

10/14(日)10:00へ11二30

谷上SHビル7階(神戸電鉄・北神急行「谷上」駅下車)

入場無料 参加自由
臆神鉄観光事業部 密078-521-0321

神戸山手学園 平成19年度講演会

「映画のまちは、おしゃれなまち

一映像がおしえてくれる神戸の魅カー」
映画発祥の地・神戸がテレビドラマや

映画の舞台、ロケ地として使われるの

は今や珍しくなくなってきた。その数、

毎年100本以上。なぜこれほど多くの

ロケが神戸で行われるのか。神戸を映

像ロケ地にと誘致、撮影支援を行なう

神戸フイルムオフィス代表、田中まこ氏と、タレントで映画評論家の岡

部まり氏が識寅を行なう。

9/30(日) 13:00-15:00

神戸山手大学・神戸山手短期大学体育館
先着800名を無料招待

※往復はがき、またはホームぺ-ジから事前申し込み・9/14 (金)必着

臆神戸山手大学・神戸山手短期大学 生涯学習センター
猛078-35十71 70

皿P://WWW,kobe-yamate・aC・jp
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ライフ八 ススクーシュール

ジャズライブ&レストランSONE

スウィング系ジャズを中l亡)としたステージが

毎晩繰り広げられる、ジャズのまち神戸の老舗点。

9月の注目のライブは・・・

9/3月 ユン・ファソンクヮルテット/

ユン・ファソン(Vo,Tp)堀智彦(P)

井手厚(B)木村健一郎(D)

1 6日 ジャネット十祖田修トリオ/

ジャネット(Vo)祖田修(P)

駕見和広(日)佐藤英宜(D)

18火 キャンディー浅田(Vo)

西本貴至(P)中島教秀(B)

石Iii潤二(D)

29土 辛島すみ子(Vo)祖田修(P)

井手厚(B)塩入基弘(D)

30日 北荘桂子十高岡正人トリオ/

北荘桂子(Vo)高岡正人(P)

魚谷のぷまき(B)御薬袋一男(D)

記載された以外にも、毎晩ライブあり。

ホームぺ-ジでスケジュールをチェックしてください。

臆JAZZ LiVE & RESTAURANT SONE

北野板 柾078-221-2055

hltp:〃kobe-SOne.COm

★ステージ18:50-23:00 計4回

★ミュージックチャージ900円

クラシックライブハウスピアジュリアン

神戸で唯〇、クラシックライブ専門のお店。

9月の注目のライブは…

9/7金 尾崎比佐子(ソプラノ)

鎌田史子(ピアノ)

1 8火 金子鈴太郎(チェロ)

井上麻紀(P)

22土・23日 へーテンポルグ直樹・

遠藤真理チェロデュオ

26水 第69国旗渓シリーズ

藤原道代(ソプラノ)

27木 佐久間総「 ・

長原幸太(ヴァイオリン)

藤井快哉・鈴木華童子(ピアノ)
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話載された以外にも、毎晩ライブあり。

ホームぺ-ジでスケジュールをチェックしてください。

■クラシックライブハウス PiAJuiien

三宮駅北側近藤ピル9隙く1階マクドナルド)

蜜078-39十8081月曜定休

http:〃pia-julien.com

★ステージ19:30/21 :○○ (計2回)

ジャズ喫茶カフェ萬屋宗兵衛

元町商店街にあるジャズ喫茶

9月の注目のライブは○○

9/6木Japan t。u「 -07 From New York

JAZZ Live!

W冊m ash (g) Ja「ed Gold (org)

小林陽- (ds)要予約

9日 Soul A「ea4 BIGBAND/

斉藤岳志・栗原麻衣(as)

住本給吏・光山浩平(ts)

菅野久美子(bs)ほか

22土 「アユムツおさかなコンビ」

木原鮎子(vo)月i本睦子(vo)

大野綾子(pf)坂崎拓也(b)

吉川元(ds)

23日 ☆La Mo「ocha☆ Milongade Kobe

アルゼンチンタンゴダンスパーティー

29土 音・人・旅【おとなたび】

荻野やすよし(g)栗田洋輔(sax)

山田友和(tp)竹中裕深(ceiIo)

新井洋平(b)樋下善弘(ds)

菓Cafe 萬屋宗兵衛
元町商店街1丁目

ウエディングサロン「イノウエ」地下

密078-332-1 963 http://www.soubei.neV

ライブスケジュールは急遽変更になる場合があります。

事前にお店までお問い合せください。

ライブハウスメイテンヴオエッジ

阪急六甲のライブハウス。ジャズセッションデー、

アカペラオンリーなどもあり。

9月の注目のライブぱ・・

9/7金 JazzF…kセッションワークショップ

講師:笹井B」克彦(b)

吉川弾(D「)

奥本めぐみ(Vo,Pf,丁b)

1 8木 ティブ・ウエツクル(Dr)グノニックat

マイクスターングループグノニック

27木 駅前雷庸!明伝座 Voi.6

笑福亭智之介 ほか

28全 Good Acoustic

シモムラソウシ 村上絢佳

CROSSPLAYほか

10/16木精進ツアー2007

榊原大(p()小森啓資(d「)

楠本雅祥(bass)

ぜひチケット予約を!

記載された以外のライブはホームぺ-ジ等で

チェックしてください。

書目vehouse Maiden voyage

阪急六甲駅北側すぐ

雪は078-805-0899

http :〃www. koyo. net/m aiden-VOyag eI

★演奏のジャンル問わず、出演者募集中

<お詫びと訂正>

2007年7月号59ぺ葛ジ

「新長田の新名所神戸映画資料館カフェ

ダイニングジーナ」記事の3行目

「時は1826年」は誤りで、正しくは「時は

1896年」でした。

2007年8月号70ぺ-ジ

イベントスケジュール「2007イダノア・ポロ一

二ヤ国際絵本原画展」記事の開館時間
「10:00-18:00 月曜休館」は誤りで、正し

くは「10:○○-17:00 水曜休館」でした。

※関係者各位にご迷惑をおかけいたしました。

訂正して心よりお詫び申し上げます。
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ポケット三ノヤーブル

神
戸
に
新
キ
ャ
ラ
ロ
‥

「
コ
ウ
ベ
ア
ー
」
を
よ
ろ
し
く

元
町
出
身
の
「
コ
ウ
ベ
ア
ー
」

は
、
神
戸
探
索
が
趣
味
。
神
戸

を
案
内
す
る
、
神
戸
の
新
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
。

す
で
に
、
9
月
1
日
に
ス
タ
ー

ト
す
る
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ

ィ
ー
ク
」
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

も
神
戸
を
案
内
し
て
い
る
。

神
戸
ら
し
い
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ

れ
で
キ
ュ
ー
ト
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
と
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
風
の
雰
囲
気
で
す

で
に
人
気
が
出
始
め
て
い
る
と

か
。
今
後
、
グ
ッ
ズ
化
の
企
画
も

進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
。

ち
な
み
に
コ
ウ
ベ
ア
ー
君
、
シ

ア
ト
ル
出
身
の
お
父
さ
ん
、
六

甲
山
生
ま
れ
の
お
母
さ
ん
か

ら
生
ま
れ
た
ハ
ー
フ
で
、
栄
町

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
。

ゆるさもかわいいコウペア一貫

北
は
り
ま

味
め
ぐ
り
展

西
脇
、
三
木
、
小
野
、
加
西
、

加
東
、
多
可
の
5
市
1
町
の

北
は
り
ま
エ
リ
ア
の
特
産
品
を
、

神
戸
大
学
の
学
生
バ
イ
ヤ
ー

が
セ
レ
ク
ト
し
販
売
す
る
。
巻

き
ず
し
や
天
然
酵
母
パ
ン
な

ど
人
気
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
売

り
切
れ
御
免
。
お
急
ぎ
を
。

ま
た
、
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
、
定
期
的
に
北
は
り
ま
田

園
空
間
博
物
館
が
水
道
筋
で

旬
の
野
菜
を
直
販
す
る
。
こ

ち
ら
も
注
目
。

と
き

9
月
9
日
(
日
)
1
 
0
時
̃

売
り
切
れ
次
第
修
了

場
所

水
道
筋
商
店
街

み
ず
ほ
銀
行
・

み
な
と
銀
行
前
付
近

(
阪
急
王
子
公
園
下
車
、

徒
歩
約
5
分
)

問
合
せ

ま
ち
む
ら
交
流

C
a
干
e
「
の
ら
」

魯
0
7
8
・
8
0
1
・
8
7
2
2

三
田
青
空
美
術
場

ア
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
2
0
0
7

毎
年
恒
例
の
、
三
田
の
美

術
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
は
「
ア
ソ
ボ

ア
ー
ト
=
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
駅
前
通
り
̃
銀
座
商
店

街
を
ア
ー
ト
で
彩
る
。
三
田
に

は
注
目
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
多

い
が
、
一
堂
に
会
し
街
で
展
開

す
る
ま
た
と
な
い
機
会
。

と
き

9
月
1
 
5
日
(
土
)
̃
2
2
日
(
土
)

場
所

三
田
市

駅
前
通
り
商
店
街
・

銀
座
商
店
街

(
」
R
三
田
駅
南
出
口
、

神
鉄
三
田
駅
下
車
す
ぐ
)

問
合
せ

三
田
市
商
工
会

合
0
7
9
・
5
6
3
・
4
4
5
5

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ロ
ー
ル
ー
プ
Ⅲ

絵
本
原
画
展

ほんわかなごみ系の宮城さんのイラスト

84

神
戸
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
、
宮
城
彬
瑚
さ
ん
が
描
く
、

心
温
ま
る
イ
ラ
ス
ト
展
。
宮
城

さ
ん
は
絵
本
や
国
土
交
通
省

兵
庫
国
道
事
務
所
広
報
誌
『
よ

ん
さ
ん
』
の
表
紙
を
手
が
け
る

な
ど
、
い
ま
注
目
の
ア
l
T
ィ
ス

ト
。
鮮
や
か
な
色
彩
と
油
彩

な
ら
で
は
の
絶
妙
な
タ
ッ
チ
か

ら
生
ま
れ
る
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
物
語
の
世
界
へ
。

と
き

9
月
1
日
(
土
)
̃
3
0
(
日
)

1
 
0
時
̃
2
0
時
(
無
休
)

場
所

ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
三
宮
店

4
F
ギ
ャ
ラ
リ
ー

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町

1
-
6
-
1
8

三
宮
セ
ン
タ
ー
街

(
各
線
三
宮
駅
下
車

徒
歩
約
5
分
)

魯
0
7
8
・
3
9
2
・
1
0
0
1

園
宮
城
彬
瑚
さ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
ひ
か
り
の
に
お
い
』

妄
p
ミ
a
k
一
g
①
〔
u
.
⊃
の
く

閣 
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佐
藤
紘
一
写
真
展

「
南
洋
の
楽
園
・
バ
ヌ
ア
ツ
」

「
バ
ヌ
ア
ツ
」
と
い
う
国
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
̃
バ
ン
ジ
ー
ジ

ャ
ン
プ
発
祥
の
地
、
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
の
近
く
。
英
国
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
に
よ
っ
て
生
活
満
足

度
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
地

球
幸
福
度
指
数
(
ハ
ッ
ピ
ー
プ

ラ
ネ
ッ
ト
指
数
)
」
で
1
7
8

カ
国
中
1
位
に
選
ば
れ
た
、

美
し
い
自
然
と
、
純
粋
な
人
々

が
住
む
と
い
う
国
だ
。

佐
藤
紘
一
さ
ん
は
、

-
I
C
A
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
バ
ヌ
ア
ツ
に
出

か
け
、
こ
の
国
の
魅
力
に
と
り

つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
佐
藤
さ

ん
が
3
週
間
の
滞
在
で
掘
影

し
た
、
バ
ヌ
ア
ツ
の
自
然
と
人
々

の
雄
大
か
つ
美
し
い
写
真
展
。

と
き

9
月
6
日
(
木
)
̃
2
5
日
(
火
)

1
0
時
̃
1
8
時
(
水
曜
休
)

場
所

あ
ー
と
す
べ
-
す

写
楽

(
北
区
・

ジ
ャ
ス
コ
つ
く
し
が
丘
店
前
)

獲
あ
-
と
す
べ
ー
す
写
楽

密
0
7
8
・
5
8
3
・
5
7
8
6

写輿:佳麗紘-

伝
説
の
名
車
た
ち
が
集
結

B
P
大
阪
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

カ
ー
シ
ョ
I
2
0
0
7

今
年
も
「
B
P
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
カ
ー
ン
ヨ
ー
」
の
開
催
が
決

定
!
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
内

最
大
級
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー

&
パ
ー
ツ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
グ
ッ

ズ
な
ど
の
展
示
&
即
売
会
。
ト

ヨ
タ
2
0
0
0
G
T
、
フ
ェ
ア
レ

デ
ィ
ー
Z
(
S
O
O
)
、
ビ
ン
テ
ー

ジ
フ
ェ
ラ
ー
リ
な
ど
国
産
、
輸

入
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
が
大

集
合
。
出
展
さ
れ
る
車
両
は
、

実
際
に
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
て

走
行
す
る
こ
と
が
可
能
な
、

伝
説
の
名
車
た
ち
で
、
当
日

会
場
で
商
談
も
行
な
わ
れ
る
。

今
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

は
、
エ
プ
ロ
ミ
ニ
チ
ュ
ア
カ
ー
の

展
示
、
会
場
限
定
モ
デ
ル
の
予

約
販
売
も
予
定
さ
れ
て
い
る

「
E
B
R
R
O
ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ

ー
ス
」
、
1
9
了
8
年

D
O
M
E
 
Z
e
l
 
O
他
が

や
っ
て
来
る
「
童
夢
展
」
。
自

動
車
フ
ァ
ン
は
お
見
逃
し
な
く
!

と
き

1
 
0
月
7
日
(
日
)

1
〇
時
̃
1
7
時

場
所

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
大
阪
3
号
館

(
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
/

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム
「
中
ふ
頭
」
駅
)

料
金
一
般
2
〇
〇
〇
円

前
売
1
7
0
〇
円

(
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス
で
取
扱
中
)

鵜
実
行
委
員
会

東
京
都
港
区
新
橋
5
,
〇
㌔
5
1

蜜
0
1
2
0
・
7
5
0
・
0
4
3

70年代を中心にしたノスタルジックカーが大集合

デ
ュ
オ
ぎ
ゃ
ら
り
ー
工

9
月
の
催
し

9
月
6
日
(
木
)
̃
1
 
1
目
(
火
)

「
花
の
会
ひ
ょ
ー
つ
ご
」
写
真
展

主
催
‥
花
の
会
ひ
ょ
う
ご

写
真
ク
ラ
ブ

9
月
1
 
3
日
(
木
)
̃
1
 
8
日
(
火
)

金
澤
和
孝
の
世
界

花
や
風
景
の
写
真
展

9
月
2
〇
日
(
木
)
̃
2
5
日
(
火
)

第
3
5
回
関
西
版
画
連
盟
展

主
催
‥
関
西
版
画
連
盟

9
月
2
7
日
(
木
)
̃
1
 
0
月
2
日
(
火
)

N
H
K
神
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
講
座

透
明
水
彩
絵
具
で
描
く
植
物
の
細

密
画
を
展
示

デ
ュ
オ
ぎ
ゃ
ら
り
ー
Ⅱ

9
月
の
催
し

9
月
6
日
(
木
)
̃
白
日
(
火
)

神
一
里
ハ
甲
優
花

「
押
し
花
ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
」

主
催
‥
神
戸
六
甲

優
花

9
月
1
 
3
日
(
木
)
̃
1
 
8
日
(
火
)

第
7
回
「
介
護
老
人
保
健
施
設
の

活
動
展
」

主
催
〇
・
神
戸
介
護
老
人
保
健
施
設

協
会

個
性
的
な

イ
ン
ポ
ー
ト
ネ
ク
タ
イ

が
そ
ろ
う
サ
イ
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
神
戸

よ
り
、
イ
ン
ポ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
ネ
ク
タ
イ
を
専
門
に

取
り
扱
う
サ
イ
ト
「
ユ
ー

ロ
セ
レ
ク
ト
」
。
こ
の
サ
イ

ト
で
は
流
行
の
新
作
を
い

ち
早
く
お
届
け
。
あ
ら

ゆ
る
シ
ー
ン
で
も
っ
と
も

似
合
う
、
自
分
ス
タ
イ
ル

の
ネ
ク
タ
イ
が
見
つ
か
る

は
ず
。
ま
た
、
お
な
じ

み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ネ
ク
タ

イ
も
数
多
く
取
り
揃
え
、

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

ク
ー
ル
に
、
シ
ッ
ク
に
、
エ

レ
ガ
ン
ト
に
、
そ
し
て
可

愛
く
装
っ
て
み
て
は
い
か

.
力
.
.
.

ユ
ー
ロ
セ
レ
ク
ト

Y
 
a
h
○
○
̃
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

毒
p
ミ
s
(
O
「
①
.
y
a
プ
8
.
8
.
」
p
\

①
u
「
?
S
〇
一
〇
〇
ミ
⊃
d
①
×
.
∃
∃
一

書
有
限
会
社
」
丁
C

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通

3
・
2
i
1
 
4
林
ビ
ル
3
F

密
0
7
8
・
3
3
5
・
1
8
8
1
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エフ/ヾス ツ

86

一諒闇

うまいもん

探偵団の総会

神戸のグルメたちが集う、

うまいもん探偵団「食総合

研究所」の第「 4回総会か

7月3「日メリケンパーク

オリエンタルホテルで開催。

もちろんおいしいお料理

を食べながら、食文化につ

いての勉強も。
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轟惑二一二一一
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神戸市立博物館
「西洋の青」展
合成顔料のプルシアンブルーをめ

ぐり、 「青」の表現にテーマをあてた

爽やかな特別展が7月2 「日から9

月2日まで開催された。

吊
-
虹
瞥
二
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A
巨
D
(
自
動
体
外
式
除
紳
助
器
)

を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

88

浅野孝治先生
浅野医院長

不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
や
そ
の
ほ

か
の
心
臓
病
で
、
突
然
、
心
臓
か

ら
血
液
が
送
ら
れ
な
く
な
り
呼
吸

も
止
ま
り
、
意
識
も
な
く
な
り
死

亡
す
る
人
が
、
年
間
5
万
人
か
ら

6
万
人
に
も
な
り
ま
す
。

1
9
8
6
年
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中

に
死
亡
し
た
ハ
イ
マ
ン
選
手
や
2
0

0
2
年
に
ス
カ
ッ
シ
ュ
の
練
習
中
に
や

は
り
心
臓
発
作
で
死
亡
し
た
高
円

宮
殿
下
も
や
は
り
こ
の
心
停
止
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
年
間
5
万
人

以
上
の
人
が
こ
の
た
め
に
命
を
亡
く

し
て
い
ま
す
。

こ
の
突
然
心
臓
の
は
た
ら
か
な
く

な
る
状
態
は
、
本
当
に
心
臓
が
動

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
心
静
止
と
心

臓
は
動
い
て
も
血
液
の
送
り
出
せ
な

い
心
室
細
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
が
止
ま
る
と
全
身
に
血
液

が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

脳
は
3
分
か
ら
4
分
酸
素
が
と
だ
え

る
と
脳
死
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
5
分
以
内
に
、
血
液
を
心

臓
か
ら
脳
に
送
っ
て
や
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
を
待
っ
て
い
た
ら

手
遅
れ
で
、
倒
れ
て
い
る
人
を
み

た
ら
す
ぐ
に
、
呼
吸
を
さ
せ
、
心

臓
を
マ
ッ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
A
E
D
で

除
細
動
を
し
て
、
救
急
車
を
よ
ぶ

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

普
段
、
心
臓
は
筋
肉
を
規
則
正

し
く
縮
ま
せ
、
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
中

の
血
液
を
全
身
に
送
り
だ
し
て
い
ま

す
。
心
室
細
動
と
い
う
の
は
、
こ
の

筋
肉
の
動
き
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、

小
刻
み
に
震
え
る
け
い
れ
ん
状
態
に

な
り
、
う
ま
く
血
液
が
送
り
出
せ

な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
に

A
E
D
で
、
か
ら
だ
の
外
か
ら
電

気
を
通
す
と
、
多
く
の
場
合
、
筋

肉
の
ば
ら
ば
ら
の
動
き
が
も
と
の
脈

に
も
ど
り
、
血
液
を
送
り
出
す
ポ

ン
プ
機
能
が
回
復
し
ま
す
。

こ
の
A
E
D
は
2
0
0
4
年
の
1

月
か
ら
、
一
般
の
人
が
使
う
こ
と
も

法
律
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

A
E
D
の
器
械
が
進
歩
し
て
、
心

電
図
を
器
械
が
自
動
的
に
読
み
取
り
、

音
声
で
、
シ
ョ
ッ
ク
は
必
要
で
す
、
あ

る
い
は
不
要
で
す
、
な
ど
指
示
を
し

ま
す
。
必
要
が
な
い
と
電
気
が
つ
な

が
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
度
練
習
す
れ
ば
、
簡
単
に
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

神
戸
市
は
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
標
章
を
作
っ
て
、
A
E
D
の

あ
る
場
所
に
は
こ
の
標
章
が
は
ら
れ

て
一
般
の
人
に
も
よ
く
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
市
で
は
ま

ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

A
E
D
使
用
例
が
こ
の
2
年
間
に

1
 
7
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
3
名
の
い

の
ち
が
助
か
っ
て
い
ま
す
。
助
か
っ
た

の
は
、
い
ず
れ
も
体
育
館
や
学
校
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
内
で
の
心
停
止
に
、

A
E
D
を
使
っ
た
も
の
で
す
。
今

後
は
、
置
く
場
所
も
増
え
、
使
え

る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
さ
ら

に
救
命
率
も
よ
く
な
っ
て
く
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

休
日
の
急
病
は
…

神
戸
市
医
師
会
急
病
診
療
所
(
神
戸
市
医
師
会
館
1
 
F
)

蜜
0
7
8
・
3
4
1
i
2
3
「
3

小
児
科
休
日
急
病
診
療
所
(
西
区
学
園
西
町
4
i
2
)

蜜
0
7
8
-
7
9
5
i
4
9
1
5
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尾
崎
放
哉
の

須
磨
寺
の
句
碑
を
め
ぐ
1
つ
て

加
藤

隆
久
(
措
輔
輔
会
鷲
一

須磨寺の大師豊前に立つ放報の句碑

「
秋
来
ぬ
と
眼
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
お
と

に
ぞ
驚
か
れ
ぬ
る
」
と
い
う
古
歌
が
あ
る
が
、
九
月
の
声

を
聞
い
て
も
ま
だ
ま
だ
残
暑
の
酷
し
い
日
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
月
の
美
し
い
季
節
を
迎
え
る
。
月
で
思
い
出
す

私
の
好
き
な
句
碑
が
、
神
戸
の
須
磨
寺
の
大
師
堂
前
に
建

立
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
大
正
十
三
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
、
須
磨

寺
大
師
堂
の
堂
守
を
し
て
い
た
自
由
律
派
の
俳
人
、
尾
崎

放
哉

(
1
8
8
5
̃
1
9
2
6
)

の

「
こ
ん
な
よ
い
月

を
ひ
と
り
で
見
て
寝
る
」

で
あ
る
。
放
哉
は
明
治
十
八
年

鳥
取
で
生
ま
れ
、
鳥
取
一
中
か
ら
第
一
高
等
学
校
に
入
学

し
一
高
俳
句
会
に
参
加
、
一
年
先
輩
の
荻
原
荊
薪
水
と
知

り
合
い
私
淑
す
る
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

に
も
入
選
し
、
東

大
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
後
、
東
洋
生
命
(
現
・
朝
日

生
命
)

に
入
社
す
る
が
退
職
。
酒
に
お
ぼ
れ
妻
と
も
別
居

し
、
西
田
天
香
が
主
宰
し
て
い
た
修
養
団
・
一
燈
園
に
入

る
が
体
が
続
か
ず
、
知
恩
院
の
寺
男
と
な
り
、
こ
こ
で
も

酔
余
に
よ
っ
て
寺
を
追
わ
れ
、
大
正
十
三
年
神
戸
の
須
磨

寺
に
入
り
、
大
師
堂
の
堂
守
と
な
る
。
し
か
し
、
須
磨
寺

で
の
内
紛
の
た
め
同
寺
を
去
り
、
各
所
を
転
々
と
し
て
、

大
正
十
五
年
讃
岐
小
豆
島
に
四
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
エ
リ
ー
ト
奇
人
し
て
名
高
さ
、
孤
純
の
自
由
律
派
の

俳
人
で
あ
る
。

須
磨
寺
に
建
立
さ
れ
て
い
る
放
我
の
句
碑
は
、
昭
和
三

十
四
年
四
月
七
日
、
神
戸
の
文
化
人
、
加
藤
盛
男
氏
等
に

よ
っ
て
、
石
工
小
西
氏
で
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
句
碑
は

荻
原
井
泉
水
の
書
に
よ
る

「
こ
ん
な
よ
い
月
を
ひ
と
り
で

見
て
寝
る

放
哉
」
が
彫
ら
れ
て
あ
る
。
建
碑
式
の
当
日

は
放
哉
の
無
二
の
親
友
、
内
島
北
朝
も
臨
席
し
て
い
た
。

89

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



士
卒
‥
摩
㌻
つ
け
㌢
徒
出
し
卿
疋

・
阜
・
正
∵
予
て
か
は
り
レ

有
言
だ
シ
ャ
し
た
ー
書
聖
.
与
良

-
埠
五
言
脅
:
†
三

伯
あ
っ
=
少
-
が
千
五
時
を
尻

n
ど
う
言
-
え
も
紅
よ
お
も
主
∴
l

彊
∴
研
一
碓
女
偏
平
年
卑
し
一
存
ゐ

誇
‥
帰
任
I
。
仁
で
の
ナ
ら
工
手
電

若
手
・
老
子
当
り
房
。
一
骨
一
社
i
ウ
イ
阜
I

I
た
l
受
:
:
た
ち
一
叩
-
舟

か
′
五
月

放
蔵
の
旬
に
井
泉
水
が
朱
を
入
れ
て
い
る
(
筆
者
所
蔵
)

さ
て
、
本
稿
で
紹
介
し
た
い
の
は
、
私
が
架
蔵
す
る
尾

崎
放
哉
の
旬
稿
の
書
軸
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
旬
稿

は
放
哉
の
直
筆
で

90

汽
車
の
窓
か
ら
み
ん
な
顔
出
し
て
梅
林

池
の
氷
が
厚
く
て
梅
は
匂
ひ

星
空
冴
え
た
る
音
楽
学
校

橋
の
処
の
梅
が
早
く
て

あ
っ
い
め
し
が
た
け
た
野
茶
屋

ど
っ
さ
り
春
の
終
わ
り
の
雪
ふ
り

油
紙
一
枚
背
中
に
張
っ
て
春
雨

海
の
宿
屋
に
来
て
め
づ
ら
し
い
大
雪

お
寺
参
り
の
春
の
雪
散
ら
す

大
雪
の
春
の
河
舟

放
哉

の
十
旬
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
朱
で
荻
原
井
泉

水
が
評
点
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
旬
稿
の
表
装
は
放
哉
が

小
豆
島
で
着
て
い
た
餅
の
着
物
の
端
切
れ
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
書
軸
は
い
わ
く
因
縁
の
あ
る
も
の
で
、
村
尾

草
樹
著
「
放
哉
」

の
資
料
編
で
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
二

十
三
日
に
行
わ
れ
た
座
談
会
「
東
洋
生
命
時
代
の
尾
崎
放

哉
」

の
中
で
、
荻
原
井
泉
水
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

放
哉
が
小
豆
島
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
、
ど
ぶ
の
中
に
落
っ

こ
ち
て
、
着
物
を
泥
だ
ら
け
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

を
小
包
に
し
て
※
飯
尾
部
胱
市
の
と
こ
ろ
へ
送
っ
た
。

星
賊
子
は
放
哉
の
と
こ
ろ
か
ら
何
か
来
た
か
と
思
っ
て

封
を
切
っ
て
み
た
ら
臭
く
っ
て
し
ょ
う
が
な
い

(
笑
)
。

ど
ぶ
へ
落
ち
た
ま
ま
の
を
自
分
で
洗
う
の
が
め
ん
ど
く
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さ
い
か
ら
、
小
包
に
し
て
星
賊
子
の
と
こ
ろ
へ
洗
っ
て

く
れ
と
い
っ
て
送
っ
て
や
っ
た
わ
け
で
す
。

と
あ
る

(
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
四
年

十
二
月
二
十
四
日
・
春
秋
社
発
行
の
荻
原
井
泉
水
輯
「
放

哉
書
簡
集
」
所
収
に
よ
る
南
郷
庵
よ
り
放
哉
か
ら
星
賊
子

に
あ
て
た
手
紙
に
詳
し
い
)
。
そ
れ
が
私
の
所
蔵
す
る
旬

稿
の
書
軸
の
表
装
に
使
わ
れ
て
い
る
久
留
米
餅
の
着
物
で

あ
る
。
さ
ら
に
井
泉
水
は
さ
き
の
座
談
会
の
中
で

放
哉
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
そ
の
久
留
米
餅
で
放
哉
の
書

い
た
も
の
を
表
装
し
て
掛
物
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

を
私
は
箱
根
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
言
う
因

縁
つ
き
の
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
も
の

で
す
よ
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
因
縁
つ
き
の
掛
物
を
今
、

私
が
所
蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
軸
先
は

「
北
朗
」

と
話
さ
れ
た
陶
器
で
作
ら
れ
、
ま
さ
に
放
哉
の

親
友
、
俳
人
で
陶
工
の
内
島
北
朝
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
書
軸
の
入
っ
た
桐
の
箱
の
箱
書
き
に
は

「
放
哉
居

士
詠
草
」

と
記
さ
れ
、
放
哉
の
師
匠
、
荻
原
井
泉
水
の
直

筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

放
哉
は
、
大
正
十
五
年
四
月
七
日
小
豆
島
土
庄
町
南
郷

庵
で
死
去
し
た
が
、
小
豆
島
の
西
光
寺
近
く
の
墓
地
に
埋

葬
さ
れ
、
戒
名
は

「
大
空
放
哉
居
士
」

と
い
う
。

先
年
、
私
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
小
豆
島
余
島
の
青
少
年
指
導
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席

し
た
際
、
放
哉
記
念
館
や
尾
崎
放
哉
の
眠
っ
て
い
る
南
郷

庵
跡
近
く
の
墓
地
を
訪
ね
、
ほ
ん
の
小
さ
な

「
大
空
放
哉

居
士
」

の
墓
に
お
詰
り
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

※
飯
犀
星
賊
子

荻
原
井
泉
水
の
主
宰
す
る

『
層
雲
』

の

同
人
で
、
剣
道
の
師
範
。
放
哉
と
書
簡
を
頻
繁
に
や
り

と
り
を
し
て
い
た
。
福
岡
・
八
幡
在
住
で
、
種
田
山
頭

火
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。箱蜜さには井泉水の、軸先には北朝の名が

音
加
藤
隆
久
(
か
と
う
た
か
ひ
さ
)

1
9
3
4
年
生
ま
れ
。

生
田
神
社
宮
司
。
神
戸
芸
術
文
化
会

議
長
。
神
戸
女
子
大
学
名
誉
教
授
。

文
学
博
士
。

震
災
で
倒
壊
し
た
生
田
神
社
を
「
耐

震
神
社
」
と
し
て
再
建
。
神
道
史
や

地
域
史
の
研
究
、
伝
統
芸
能
や
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
幅
広
く

活
躍
。
神
戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
受
賞
。
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連
載

お
も
し
ろ
浮
世
旛
講
座
・
江
戸
人
の
遊
び
心
⑨

∵

二
十

\
-
-
1
i
/
l

一
一
↓

ザ
"
三

言
′
-
ト
\

中
右
瑛

92

字
型
の
遊
び
・
略
画
の
文
字
絵

「
狂
筆
・
煽
寿
の
姿
見
」
歌
川
広
重
筆

『
東
海
道
五
十
三
次
』

で
知
ら
れ
た
浮
世
絵
師
・
歌
川

広
重
の
こ
と
を
、
「
安
藤
広
重
」

と
呼
ぶ
の
は
間
違
い
で

あ
る
。
「
安
藤
広
重
」

と
い
う
絵
師
は
い
な
い
。

広
重
は
武
士
の
出
身
。
本
姓
は
安
藤
と
い
う
。
だ
が
こ

の
本
姓
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
混
合
し
て
呼
ぶ
の
は
正
し
く
な

ヽ
十

〇

例
え
ば
、
座
頭
市
で
有
名
な
勝
新
太
郎
と
い
う
俳
優
が

い
た
が
、
彼
の
本
姓
は

「
奥
村
」
と
い
う
。
彼
の
こ
と
を
、

本
姓
と
芸
名
を
チ
ャ
ン
ボ
ン
に
し
て

「
奥
村
新
太
郎
」
と

呼
ん
だ
と
し
た
ら
、
誰
も
が
怪
訝
に
思
う
だ
ろ
う
。
そ
ん

な
俳
優
は
い
な
い
か
ら
だ
。
広
重
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

ペ
ン
ネ
ー
ム

「
歌
川
広
重
」

が
正
し
い
。

セ
ン
セ
イ
の
少
年
時
代
は
、
誠
に
不
幸
だ
っ
た
。
1
3

歳
の
時
、
父
母
に
死
に
別
れ
、
そ
の
後
は
辛
苦
を
味
わ
っ

た
。
セ
ン
セ
イ
の
絵
は
生
ま
じ
め
で
、
ど
こ
か
寂
し
く
、

風
景
画
に
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
の
叙
情
が
漂
う
の
も
セ
ン

セ
イ
苦
労
人
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

努
力
の
末
、
風
景
画
の
大
御
所
と
し
て
君
臨
し
た
の
だ

が
、
な
か
に
は
、
童
心
に
か
え
っ
て
ひ
ょ
う
き
ん
な
絵
を

描
い
た
も
の
も
あ
る
。

広
重
セ
ン
セ
イ
の
遊
び
心
は
旺
盛
だ
。
「
文
字
遊
び
」
、

「
影
絵
遊
び
」

は
い
う
に
及
ば
ず
、
洒
落
っ
気
た
っ
ぷ
り
、

戯
画
、
狂
等
の
類
。
こ
れ
ら
は
漫
画
の
元
祖
と
も
い
う
『
北

斎
漫
画
』

を
大
い
に
意
識
し
て
い
る
。
時
に
は
時
局
を
茶

化
し
パ
ロ
デ
ィ
精
神
を
大
い
に
発
揮
し
て
、
楽
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
狙
っ
た
。
そ
れ
が
一
連
の
戯
画
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
。「

猛
撃
・
蠣
寿
の
姿
見
」
は
セ
ン
セ
イ
の
珍
趣
向
の

「
文

字
絵
」
遊
び
で
あ
る
。

有
名
な
歌
舞
伎
狂
言

『
伽
羅
先
代
萩
』

の
名
シ
ー
ン
を

「
文
字
絵
」

で
遊
ん
だ
。
伊
達
藩
お
家
騒
動
の
張
本
人
・

仁
木
弾
正
は
大
鼠

(
こ
の
図
で
は
大
堀
蠣
)

に
化
け
連
判

状
を
盗
み
取
ろ
う
と
し
、

そ
れ
を
阻
止
す
る
荒
獅
子

男
之
助
。
弾
正
と
男
之
助

と
の
対
決
シ
ー
ン
。

も
う
一
図
は
歌
舞
伎
狂

言

『
御
所
五
郎
蔵
』
。
侠

客
御
所
五
郎
蔵
と
星
影
土

右
衛
門
と
が
吉
原
中
ノ
町

で
の
男
伊
達
鞘
当
の
シ
ー

ン
。
仲
裁
に
入
る
止
め
女
。

二
図
と
も
図
中
の
人
物

は
す
べ
て

「
寿
」

の
く
ず

し
文
字
で
型
ど
ら
れ
て
い

る
。
楷
書
、
草
書
、
隷
書

この2字はどこで使われているだろうか?左図で探してみよう
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な
ど
な
ど
様
々
な
文
字
型
を
駆
使
し
、
小
道
具

(
提
灯
ほ

か
)

も
く
ず
し
文
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
(
髪
型
)

や
大
鼠
は

「
騙
蠣

(
こ
う
も
り
)
」
。
中
国
で
は

「
騙
蠣
」

は
長
寿
の
象
徴
。
「
蠣
」

と

「
福
」

と
は
同
意
語
で
、
幸

福
に
通
じ
る
。

歌
舞
伎
の
名
シ
ー
ン
を
「
文
字
遊
び
」

で
挑
戦
し
、
「
狂

等
」
と
銘
打
っ
た

「
文
字
略
画
」

で
も
あ
る
。
サ
イ
ン
は

「
広
重
戯
塞
」
。
サ
イ
ン
の
下
の
赤
い
落
款
は

「
ヒ
ロ
」

の

書
中
右
瑛
(
な
か
う
・
え
い
)

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
一
言
ッ
セ
イ
ス
ト
。

一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住
。

行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、

行
動
美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
、
半
と
ん
現
代

美
術
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受

賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際
浮
世
絵
学

会
常
任
理
事
。
苦
害
多
数
。

洒
落
判
。

4
̃
6
図
の
み
が
知
ら
れ
、

作
と
い
え
よ
う
。

セ
ン
セ
イ
最
晩
年
の
珍

三

田冨罰

「御所五郎蔵」 (上図〉、「伽羅先代萩」 (下図)歌川広重 文字絵 狂等蠣寿の姿見
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「
フ
ェ
リ
ー
で
巡
る

瀬
戸
内
海
体
験
ク
ル
!
ズ

【
フ
ェ
リ
ー
で
巡
る
瀬
戸
内
海
体
験
ク
ル
ー
ズ
】

神
戸
経
済
同
友
会
が

「
み
な
と
の
再
生
」

で

「
ク
ル
ー

ズ
の
魅
力
、
瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、

神
戸
港
を
『
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
の
母
港
』

に
、
そ
し
て

世
界
を
代
表
す
る

『
交
流
の
み
な
と
』

に
し
よ
う
ー
」
と

提
言
し
た
こ
と
は
、
先
に
、
本
誌
四
月
号
で
紹
介
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

ル
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
、
先
ず
「
世
と
う
ち
・
感
動
体

94

潮の流れの速い早朝の来島海峡大橋

験
ク
ル
ー
ズ
」

か
ら
始
め
よ
う
、
と
云
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
企
画
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
色
々
と
ご
支
援
く

だ
き
っ
て
い
る
片
桐
正
彦
近
畿
地
方
整
備
局
副
局
長
の
発

案
で
、
「
先
ず
は
院
よ
り
始
め
よ
!
」
と
手
短
な
フ
ェ
リ

ー
体
験
ク
ル
ー
ズ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。植

村
武
雄
神
戸
経
済
同
友
会
顧
問
も
こ
れ
に
同
調
さ
れ
、

去
る
六
月
五
̃
六
日
に
実
行
す
る
運
び
と
な
り
、
私
も
喜

ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
一
行
十
二
名
と
な
っ
た
。

【
フ
エ
リ
I
を
乗
り
継
ぎ
、
呉
港
ま
で
】

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
、
そ
れ
ぞ
れ
お
忙
し
い
の
で
、

仕
事
の
終
わ
っ
た
五
日
の
夜
2
2
時
4
5
分
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
フ
エ
リ
1
に
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
乗
船
し
、
翌
六
日
朝
7
時
4
0
分
松
山
観
光
港
着
。

こ
こ
か
ら
乗
り
継
い
で
、
呉
港
ま
で
は
二
時
間
足
ら
ず
の

短
い
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。

松
山
ま
で
の
間
で
は
、
明
石
海
峡
大
橋
、
瀬
戸
大
橋
は

深
夜
と
な
っ
た
も
の
の
来
島
海
峡
大
橋
の
景
観
は
十
分
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
松
山
か
ら
は
、
小
振
り
の
フ
ェ

リ
ー
で
釣
り
船
の
浮
か
ぶ
静
か
な
海
を
眺
め
、
芸
予
諸
島

の
移
り
ゆ
く
島
々
の
景
色
を
満
喫
し
、
平
清
盛
が
切
り
開

い
た
と
云
う
音
戸
の
瀬
戸
を
抜
け
て
程
な
く
呉
港
に
入
港
。

こ
れ
ま
で
、
何
度
か
《
ぱ
し
ふ
い
つ
く
び
い
な
す
撃
や
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平清盛が切り開いたという音戸の瀬戸

《
に
っ
ぽ
ん
丸
》
な
ど
大
型

客
船
を
利
用
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
瀬
戸
内
海
の
真
ん
中

を
通
過
す
る
だ
け
の
、
時
に

よ
っ
て
は
、
屋
久
島
や
奄
美
、

沖
縄
へ
の
途
中
の
コ
ー
ス
と

し
て
し
か
捉
え
て
い
な
か
っ

た
。今

回
は
、
フ
ェ
リ
ー
を
乗

り
継
い
で

「
ク
ル
ー
ズ
の
た

め
の
ク
ル
ー
ズ
」
を
し
た
が
、

弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、

江
田
島
と
並
び
瀬
戸
内
海
を
語

る
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
歴
史

の
館
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
は
、
古
く
か
ら
の

歴
史
・
文
化
の
宝
庫
で
あ
り
、

こ
れ
以
外
に
も
数
々
の
史
跡
や

文
化
財
が
存
在
す
る
。

【
広
島
で
、
交
流
会
】

こ
の
後
、
広
島
に
出
、
中
国

幸
い
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
瀬
戸
内
海
の
多
鳥
海
の
シ
ー
ク

エ
ン
ス
景

(
移
り
行
く
景
)

を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
の
は
非
常
に
い
い
体
験
で
あ
り
成
果
も
大
き
か
っ
た
。

瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
は
、
そ
こ
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
緑

の
宝
石
の
よ
う
な
島
々
に
立
ち
寄
り
、
自
然
美
と
歴
史
ロ

マ
ン
に
満
ち
た
魅
力
溢
れ
る
内
海
や
海
の
幸
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
今

回
は
切
り
接
ぎ
の
短
時
間
で
の
忙
し
い
ク
ル
ー
ズ
で
は
あ

っ
た
が
、
正
し
く
「
せ
と
う
ち
・
感
動
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

に
相
応
し
い
企
画
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

【
戦
艦
大
和
の
ふ
る
さ
と
・
呉
】

呉
と
一
手
え
ば
、
私
た
ち
に
は
直
ぐ
に
戦
艦
大
和
の
ま
ち

と
云
う
イ
メ
ー
ジ
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
そ
の
呉
港
に
入
港
す

る
と
、
直
ぐ
目
の
前
が

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

で
あ
る
。

早
速
入
館
し
て
学
芸
員
の
方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

単
な
る
太
平
洋
戦
争
の
落
し
子
と
云
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
さ
し
く
、
明
治
か
ら
戦
前
ま
で
の
日
本
の
辿
っ
た
生
々

し
い
生
き
様
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
開
館
二

年
に
し
て
、
三
百
万
人
も
の
入
館
者
を
数
え
た
こ
と
が
雄

地
方
整
備
局
や
中
国
運
輸
局
の
幹
部
の
皆
さ
ん
と
食
事
を

挟
ん
で
交
流
会
が
持
た
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
片
桐
副

局
長
の
取
り
計
ら
い
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
い
。
と

云
う
の
は
、
中
国
地
方
整
備
局
が
、
「
瀬
戸
内
・
海
の
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」

の
事
務
局
で
も
あ
り
、
神
戸
経

済
同
友
会
の
目
指
す
「
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
」
実
現
の
た

め
に
は
、
何
と
し
て
も
絶
大
な
支
援
・
協
力
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
を
察
知
し
て
の
ご
配

慮
だ
っ
た
。

結
論
と
し
て
、
中
国
地
方
整
備
局
で
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
全
面
的
に
賛
成
だ
し
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い

と
約
束
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今
回
の
体
験
ク
ル
ー

ズ
の
も
う
一
つ
の
成
果
だ
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。

こ
の
成
果
を
、
来
年
夏
に
予
定
し
て
い
る
本
番
の

「
せ

と
う
ち
・
感
動
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

に
つ
な
げ
て
ゆ
き
、
ぜ

ひ
成
功
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

堂々たる貫禄の戦艦大和(縮尺1 /1 0模型)95

音
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
を

経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
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〆・了ノ

昭
和
詑
年
田
崎
俊
作
は

父
と
と
も
に
世
界
一
周
旅
行
に
出
か
け
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

宝
石
店
な
ど
を
ま
わ
り

ア
メ
リ
カ
人
た
ち
の
生
活
を
身
近
で
見
る
に
つ
れ

真
珠
商
と
し
て
の
商
売
の
自
信
も

強
く
持
ち
始
め
た
田
崎
で
あ
っ
た
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田
崎
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃

建
設
中
だ
っ
た

神
戸
新
聞
会
館
に
目
を
つ
け
た
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